
 
 ■（仮称）お茶と宇治のまち歴史公園と歴史的風致維持向上計画とのつながり 

 

 

・重層する宇治の歴史をイメージした大屋根 

⇒重層的な歴史（大屋根）の下で来訪者に宇治の歴史・文化を体験してもらう

という施設コンセプト 

・宇治の歴史・文化を情報発信する拠点施設 

⇒南西方向に雁行型の施設とし、そこをガラス張りにすることで、宇治の歴史・

文化を中心市街地の方向に向けて情報発信する施設コンセプトをイメージ 

（２）伝統文化・伝統行事の継承と振興を図る（第 3 章－12 基本方針） 
本市には茶の栽培、加工において独特の伝統文化があり、これまでも茶業の

継続、品質向上のため、新規茶園への支援や品評会の開催支援などの取組が行

われている。今後もこれらの取組を推奨し、宇治茶発祥の地としての歴史と伝

統文化の継承を図りつつ、宇治茶ブランドの向上に努めることで、茶業の振興

を図る。特に本簀の技術については、文化財的な価値を調査・検証し、継承を

図る。 
また地域に根ざした伝統行事は、地域コミュニティを維持する重要な役割を

果たしており、住民の関心と意識を高めるよう周知を図るとともに、市民主体

での学習や取組を推奨し、担い手育成に努める。特に大幣神事と白山神社の祭

礼については、文化財的な価値を調査・検証し、その他の伝統行事についても

記録作成等を検討し、保存活動に努める。 

（５）歴史のまちにふさわしい観光振興を図る（第 3 章－13 基本方針） 
本市の歴史的風致の維持向上には来訪者の賑わいは不可欠であり、今後も宇

治に人が訪れ続けるよう、歴史・文化遺産を活かした新たな観光振興策を検討

し、かつての旅人が様々な資源を散策したように、まち全体を楽しむ参加体験

型の観光振興を図る。 
近年の観光客の多様なニーズに対応しかつ円滑なおもてなしが図れるよう

に、関係団体・大学・企業・市民等と連携しながら、案内・見学方法の充実、

茶どころらしい参加体験型の企画開発、特色ある土産物・特産品開発など、多

様な施策を検討し取り組むものとする。 
このほか、まち全体の観光振興を促すために、新たな周遊ルートや自転車で

の周遊の検討や観光施設周辺の浸水対策を実施するとともに、歩行者優先の観

光振興として、歩道整備と併せて分かりやすい観光サインの再整備を図る。ま

た観光シーズンの渋滞緩和や一極集中する駐車場不足の対応のため、観光駐車

場対策の検討と併せて、公共交通の利用促進に取り組むものとする。 
 

（２）伝統文化・伝統行事の継承と振興を図る（第 3 章－12 基本方針） 

本市には茶の栽培、加工において独特の伝統文化があり、これまでも茶業の

継続、品質向上のため、新規茶園への支援や品評会の開催支援などの取組が行

われている。今後もこれらの取組を推奨し、宇治茶発祥の地としての歴史と伝

統文化の継承を図りつつ、宇治茶ブランドの向上に努めることで、茶業の振興

を図る。特に本簀の技術については、文化財的な価値を調査・検証し、継承を

図る。 
また地域に根ざした伝統行事は、地域コミュニティを維持する重要な役割を

果たしており、住民の関心と意識を高めるよう周知を図るとともに、市民主体

での学習や取組を推奨し、担い手育成に努める。特に大幣神事と白山神社の祭

礼については、文化財的な価値を調査・検証し、その他の伝統行事についても

記録作成等を検討し、保存活動に努める。 

参考資料 ３ 



 

 

 

（１）宇治の歴史・文化を分かりやすく情報発信する（第 3 章－12 基本方針） 
宇治市教育委員会による宇治の歴史に関する図書の発刊や、茶業界などによる

宇治茶文化の啓発として参加体験型の「市民茶香服」や「市民茶摘みのつどい」、

「宇治茶スタンプラリー」の開催など、歴史や文化を伝える個々の取組は、今後

も継続・充実を図る。 
更に歴史の重層性や継承される伝統文化を、総合的に広く分かりやすく情報発

信する必要があり、近年の調査結果を反映し内容充実を図る。特に、宇治茶の歴

史や文化、元来の価値を伝えることで、宇治茶に対する市民意識の向上に努める。 
情報発信の機会や場所の提供に関しては、史跡宇治川太閤堤跡を活かした公園

整備に併せて、本市の多彩な歴史と現在に継承される様々な文化を発信する施設

整備を検討し、市民と来訪者がともに利用しやすく楽しめる環境づくりを行う。 
 

（５）歴史のまちにふさわしい観光振興を図る（第 3 章－13 基本方針） 

本市の歴史的風致の維持向上には来訪者の賑わいは不可欠であり、今後も宇

治に人が訪れ続けるよう、歴史・文化遺産を活かした新たな観光振興策を検討

し、かつての旅人が様々な資源を散策したように、まち全体を楽しむ参加体験

型の観光振興を図る。 
近年の観光客の多様なニーズに対応しかつ円滑なおもてなしが図れるよう

に、関係団体・大学・企業・市民等と連携しながら、案内・見学方法の充実、

茶どころらしい参加体験型の企画開発、特色ある土産物・特産品開発など、多

様な施策を検討し取り組むものとする。 
このほか、まち全体の観光振興を促すために、新たな周遊ルートや自転車で

の周遊の検討や観光施設周辺の浸水対策を実施するとともに、歩行者優先の観

光振興として、歩道整備と併せて分かりやすい観光サインの再整備を図る。ま

た観光シーズンの渋滞緩和や一極集中する駐車場不足の対応のため、観光駐車

場対策の検討と併せて、公共交通の利用促進に取り組むものとする。 
 


